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日時：2004 年６月 12 日（土）13:00～  




























学紀要 27 号を 30 周年記念特集号として今月
刊行しました。研究発表の後に、本日ご参加
の執筆者に献呈式を行います。  



























 考古学研究室の在学生は、博士課程 5 名、
修士課程 8 名、学部の 4 年生 22 名、3 年生 12























































































 物原トレンチは，東西 1.8ｍ，幅 1.0ｍとい
う小規模なものであるが，計 14層の層位が確
認できた。それらは，(1)物原中央部から物原
末端へ傾斜する層位，(2)攪乱層，(3)物原末
端から物原中央部へ傾斜する層位の３種類に
大きく区別できる。(1)(2)の層は，流れ込み
などが考えられるが，(3)の層は，焼成時に廃
棄されたプライマリーな様相を留めている可
能性が高い。(3)層から出土遺物は，19世紀
第１四半期に操業した姶良町重富皿山窯跡出
土資料(深野 2004)と類似し，また(1)(2)層出
土遺物は，19世紀第２・３四半期の平佐焼新
窯窯跡出土資料(前・小原 2000)と類似するこ
とから，19世紀の大窯製品を，おおまか２時
期に細分できる可能性が，今のところ想定で
きる。 
 物原出土の窯道具では，「センベイ」と呼
ばれる円盤形の窯道具がもっとも多い。その
直径は，上に載せた製品の大きさと相関する
と考えられ，出土資料 1714点(物原トレンチ
南拡張区 10～14層)について直径を測ったと
ころ，５～７㎝台のセンベイが全体の８割を
占めた。この大きさのセンベイは，上に碗や
小皿を置いたと推測され，碗・小皿類が，大
窯の製品の主体であったと考えられる。 
 また直径15㎝を超える大型センベイには，
中央部に突起が作られているものが見られる。
突起先端に釉薬が付着していたことから，突
起の機能は，肥前地方のハリ支え技法と同様，
大皿底部の変形を防ぐ目的であると推測され
る。この技法はこれまで鹿児島県内では確認
されていなかった技法である。今後，消費地
遺跡出土資料の検討を進める必要がある。 
 なお物原トレンチは，地表下 0.9ｍ(東端)
～1.4ｍ(西端)まで掘り下げたが，地山は検出
できなかった。物原が視認される高さより厚
い堆積を持つことが確認された。 
 以上，今回の発掘調査により，近世鹿児島
における磁器生産について，その技術・編年
を考える上で，いくつかの手がかりが得られ
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